
ぐんまMANABIBAネットワーク構築事業

１ 目的

・県教委が中心となり、市町村教委、学校、教育支援センター、フリースクー
ル等のネットワークを構築し、不登校等、学びのための支援が必要な児童
生徒への支援の充実を図る。

２ 主な事業内容
(1) 市町村教委、学校、教育支援センター、フリースクール、福祉部局等による
ぐんまMANABIBAネットワーク協議会を開催する。

(2) GMNコーディネーターを配置し、GMN関係機関の実態把握や紹介、常時
情報交換を行えるネットワークの構築・管理をする。

(3) 総合教育センターに配置する自立支援アドバイザーによる教育支援
センターへの支援を、フリースクール等の支援まで広げる。

(4) 相談窓口の充実を図るため、総合教育センター「子ども教育・子育て相談」
や県警少年サポートセンター少年相談窓口等との連携を強化する。
※不登校だけでなく、ヤングケアラーや虐待等に関わる相談を受けた場合についても、
関係機関と連携して早期解決に努める。

(5)周知啓発資料を作成し、児童生徒の学び場に関わる各種情報を発信する。

(6)教育支援センターやフリースクール等と連携し、オンラインによる学習支援
を推進する。
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